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●  業務フローを変えないサービスリプレイス
●  ランニングコストを約1/3に削減
●  帳票フォームの作成やメンテナンスにかかる運用コストを削減

導入後の効果

レポーティングシステムのコストが年額で約三分の一に！

―OPRO
「OPROARTS」の導入後、体感された効果などはありますか？

―小池氏
なにより一番大きかったのはコスト削減効果ですね。
まず、旧環境において年額で約100万円かかっていたコストが約35万
円と、三分の一程度にまで削減されました。さらに、約5年おきに必要だっ
た400 ～ 500万円のバージョンアップに関するコストについても、
「OPROARTS」ならクラウド型なので一切不要です。このコスト削減効
果は、企業全体としてもかなり大きなものだと考えます。

弊社では数年間にわたりフォームを作成していなかったので、今回の導
入にあたってはOPROの「帳票作成サービス」で6つの帳票を作成してい

ただきました。弊社の業務では、フォームの作成・修正などを行う頻度
が非常に少ないため、こちらも社内にフォームメーカーを持たなくて済
むコスト削減効果、そして運用管理にかかる手間の削減効果が得られて
います。

―OPRO
「BUFFALO」への連携や、実際の業務に対する影響などはいかがでしょ
うか？

―小池氏
「OPROARTS」で発行したインボイスは、PDFファイルとしてサプライ
ヤーへのメールに添付・送信されますが、この辺りの連携についてもまっ
たく問題ありません。実際の業務に関しても、「BUFFALO」と
「OPROARTS」はあくまでもバックグラウンドで連携しているため、入
力担当者の業務フローを一切変えることなく、ごく自然なリプレイスを
実現することができました。

―OPRO
ありがとうございました。

レポーティングシステムにかかる膨大なコストが課題に

―OPRO
ドキュメントフレームワーク「OPROARTS」を導入する以前、御社が抱
えていた課題についてお聞かせください。

―小池健吉氏（以下、小池氏）
弊社では、世界中を航行する船舶用燃料の購買システム「BUFFALO」を
開発し、NYKにおける海上運送事業の円滑化を図っています。この
「BUFFALO」は、船舶に燃料を補給するにあたり必要な情報を入力する
と、現地のサプライヤーへメールを送信すると同時に、連携している会
計システムへデータを送るというものです。「BUFFALO」を運用する上
で、弊社は大きく2つの課題を抱えていました。まずひとつめは、イン
ボイスを発行するにあたり他社のオンプレミス型レポーティングシステム
と連携していたのですが、ハードウェアの運用保守に多大なコストや手
間が必要だったという点です。日々の運用保守業務はもちろん、約5年
おきに必要となるレポーティングシステム自体、そして基盤となる
Serverのバージョンアップは特に大きなものでした。同時期に
「BUFFALO」自体のハードウェア移行プロジェクトも進行していたため、
これを機にレポーティングシステムの見直しを図れないかという案が持ち
上がったのです。

そしてもうひとつの課題は、レポーティングシステムをメンテナンスでき
る人材がいなくなっているという点でした。システムは導入から何世代も
経過しており、改訂履歴などを追うことは極めて困難です。そのため、
使用していないフォームに費用がかかり続けてしまうほか、フォームメー
カーを所有していないため、ユーザーからフォームの変更依頼に対応で
きない状況でした。
こうした課題を解決するべく、弊社では2017年4月より、レポーティン
グシステムのリプレイスを検討開始したのです。

リプレイス候補はコストと利用実績で決定

―OPRO
リプレイス候補の選定に際しては、どのような部分を重視されたのでしょ
うか？

―小池氏
比較検討においては、「BUFFALO」と連携する上で必要な機能の有無に
加えて、大きな課題となっていたコスト面を特に重視しました。

そこでまずは資料ベースで弊社のニーズに合う5社のソリューションを
ピックアップした後、3社に絞り込んで具体的な検討を実施。当初はオ
ンプレミスとクラウドの両方を検討対象として挙げていましたが、運用
保守やコストなどの観点から、残ったのはすべてクラウド型のソリュー
ションでしたね。

そして私も驚いたのですが、この最終選考に残った中の「OPROARTS」
が、実はすでに弊社の別プロジェクトで導入されていたのです。そこで
早速別プロジェクトの担当者に会い、フォームの自由度やメンテナンス
性を含む機能面、実際の使い勝手などをヒアリングしました。
「OPROARTS」に対する担当者の評判は上々で、「これなら『BUFFALO』
との連携でも大丈夫」という手ごたえが感じられました。別プロジェクト
での利用実績も後押しして、候補の中から最終的に「OPROARTS」を
選んだというわけです。
こうして弊社では2017年10月に、「OPROARTS」への移行作業および
帳票出力トライアルを開始。各種調整に伴う並行稼働期間を経て、
2018年4月に本格稼働をスタートしたのです。
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株式会社 NYK Business Systems
http://www.nykbs.co.jp/
東京都中央区新川一丁目 17 番 21 号　茅場町ファーストビル 5 階

株式会社NYK Business Systemsは、日本郵船（NYK）の情報システム部門が独立して生ま
れた企業です。その役割は、NYKグループ全体の情報戦略を司り、ITパワーを充実させるこ
とにあります。同社では、船舶用燃料の購買システムと連携するレポーティングシステムとして、
クラウド型のドキュメントフレームワーク「OPROARTS」を採用。その導入経緯や魅力につい
て、会計・財務システム部 会計系システム課 課長の小池健吉氏にお話を伺いました。

旧帳票システム
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コストの負担が
大き過ぎる…

運用コストが
大きく削減！

ランニングコスト
年間100万円▶35万円
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